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この章は次のトピックで構成されています。

• Puppetについて（1ページ）
•前提条件（2ページ）
• Puppetエージェント NX-OS環境（2ページ）
• ciscopuppetモジュール（2ページ）

Puppetについて
Puppet Labsによって開発された Puppetソフトウェアパッケージは、サーバやその他の技術情報
を管理するためのオープンソースの自動化ツールセットです。Puppetソフトウェアは、構成設定
などのデバイス状態を適用することにより、サーバとリソースの管理を実現します。

Puppetコンポーネントには、管理対象デバイス（ノード）およびPuppet Primary（サーバ）上で動
作する Puppetエージェントが含まれます。通常、Puppet Primaryは個別の専用サーバ上で実行さ
れ、複数のデバイスにサービスを提供します。Puppetエージェントの操作では、Puppet Primaryに
定期的に接続する必要があります。そして、Puppet Primaryは構成マニフェストをコンパイルして
エージェントに送信します。エージェントは、ノードの現在の状態でこのマニフェストを調整し、

相違点に基づいて状態を更新します。

Puppetマニフェストは、デバイスの状態を設定するためのプロパティ定義の集合です。これらの
プロパティ状態の確認および設定の詳細は抽象化されているため、マニフェストは複数のオペレー

ティングシステムまたはプラットフォームで使用できます。マニフェストは、通常、構成時の設

定を定義するために使用されますが、ソフトウェアパッケージのインストール、ファイルのコ

ピー、およびサービスの開始にも使用できます。

詳細については、Puppet Labsを参照してください。

https://puppetlabs.comPuppet Labs

https://puppet.com/blog/
how-get-started-puppet-enterprise-faq/

Puppet Labs FAQ

https://puppet.com/docsPuppet Labsドキュメント
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前提条件
Puppetエージェントの前提条件は次のとおりです。

•仮想サービスのインストールと Puppet Agentの展開に必要なディスクストレージをデバイス
で使用できる必要があります。

•ブートフラッシュに最低 450MBの空きディスク容量。

• Puppet 4.0以降の Puppetプライマリサーバーが必要です。

• Puppetエージェント 4.0以降が必要です。

Puppetエージェント NX-OS環境
Puppet Agentソフトウェアは、ゲストシェル（CentOSを実行する Linuxコンテナ環境）のスイッ
チにインストールする必要があります。ゲストシェルは、ホストから切り離された安全でオープ

ンな実行環境を提供します。

Cisco NX-OSリリース 9.2（1）以降、Puppet Agentの Bash-shell（Cisco NX-OSの基盤となるネイ
ティブWindRiver Linux環境）インストールはサポートされなくなりました。

次に、エージェントソフトウェアのダウンロード、インストール、およびセットアップに関する

情報を示します：

https://github.com/cisco/
cisco-network-puppet-module/blob/develop/docs/
README-agent-install.md

Puppet Agent：Cisco Nexusスイッチでのインス
トールとセットアップ（手動セットアップ）

ciscopuppetモジュール
ciscopuppetモジュールは、Ciscoが開発したオープンソースソフトウェアモジュールです。これ
は、Puppetマニフェストの抽象技術情報構成と、Cisco NX-OSオペレーティングシステムおよび
プラットフォームの特定の実装の詳細との間のインターフェイスとなります。このモジュールは

Puppetプライマリにインストールされ、CiscoNexusスイッチでのPuppetエージェントの操作に必
要です。

ciscopuppetモジュールは、Puppet Forgeで利用できます。

ここでは、ciscopuppetモジュールインストール手順についての追加情報を提供します：

Puppet Forgeciscopuppetモジュールの場所

（Puppet Forge）
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[Cisco Puppet技術情報の参照先（Cisco Puppet Resource
Reference）]

リソースの種類のカタログ

[Cisco Network Puppetモジュール（Cisco Network Puppet
Module）]

ciscopuppetモジュール：送信元
コードリポジトリ

Cisco Puppetモジュール::README.mdciscopuppetモジュール：セット
アップと使用法

https://puppet.com/docs/puppet/7/modules_installing.htmlPuppet Labs:モジュールのインス
トール

[Cisco Network Puppetモジュールの例（Cisco Network Puppet
Module Examples）]

Puppet NX-OSマニフェストの例

構成管理ツールNX-OSデベロッパーのランディ
ングページ。
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https://github.com/cisco/cisco-network-puppet-module/tree/master#resource-by-tech
https://github.com/cisco/cisco-network-puppet-module/tree/master#resource-by-tech
https://github.com/cisco/cisco-network-puppet-module/tree/master
https://github.com/cisco/cisco-network-puppet-module/tree/master
https://github.com/cisco/cisco-network-puppet-module/tree/master#setup
https://puppet.com/docs/puppet/7/modules_installing.html
https://github.com/cisco/cisco-network-puppet-module/tree/master/examples
https://github.com/cisco/cisco-network-puppet-module/tree/master/examples
https://developer.cisco.com/site/nx-os/docs/automation/configuration-management/index.gsp
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


